
京都商工連だより

KYOTO  SHOUKOUREN  DAYORI

2025 
vol.125

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地
京都経済センター３階　311号室
TEL.075-205-5418  FAX.075-343-0373
URL:https://www.kyoto-fsci.or.jp
E-mail:office@kyoto-fsci.or.jp
発行：令和７年１月１日

〈発行者〉京都府商工会連合会

京都商工連だより  〜京都商工連だよりWeb版〜 https://biz.kyoto-fsci.or.jp

contents

◆ 今月の特集インタビュー 「がんばってます！」  キザキ食品株式会社　代表取締役　木﨑 裕太 氏4

◆ 青 年 部 第24回商工会青年部全国大会（大阪大会）6

３
◆ 新年のごあいさつ
◆ 令和６年度　京都府人権擁護啓発ポスターコンクール　精華町立東光小学校　５年生　澤田 梨音さんの作品

２

◆ 第64回商工会全国大会開催
◆ 令和６年度福祉共済推進優秀商工会職員特別研修会
◆ 令和６年度「京の老舗」表彰

5

◆ 行きます 聞きます 提案します 第15回　京田辺市商工会
◆ わがまち自慢　◆ 職員紹介12

新春
new year

2025 vol.125

【
今
月
の
特
集
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

詳細はこちらを
ご覧ください

「がんばってます！」
動画コンテンツのご案内

◆ 小規模事業者持続化補助金の活用事例
　「松崎工芸株式会社　松﨑 英樹 氏」 「WELD ONE　小西 栄二 氏」

８

◆ 女 性 部 第25回商工会女性部全国大会inみえ開催
◆ 壮青年部 第１回商工会壮青年部全国大会7

お
い
し
く
、安
全
な
和
束
産
ジ
ビ
エ
を

多
く
の
人
に
届
け
た
い
。

キ
ザ
キ
食
品
株
式
会
社

�
 

代
表
取
締
役
　
木
﨑 

裕
太 

氏

◆ 特産品等販路開拓支援事業
　⃝グルメショー秋2024　⃝京の味めぐり・技くらべ展　⃝駐日外国公使館向け特産品PRイベント
　⃝ニッポン全国物産展2024　⃝大商工祭～京都府農林水産フェスティバル～

10
11



2

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
翌
日
に

は
羽
田
空
港
で
航
空
機
が
衝
突
す
る
な
ど
、
大
変
悲
し
い

新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
長
引
く
物
価
高
騰

や
最
低
賃
金
が
過
去
最
高
の
引
き
上
げ
額
と
な
る
な
ど
、

コ
ス
ト
増
に
よ
る
利
益
率
の
低
下
や
人
手
不
足
に
よ
る
機

会
損
失
に
よ
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
環

境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

各
種
経
済
指
標
で
は
、
我
が
国
の
経
済
は
、
穏
や
か
に

回
復
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
京
都
の
景
況
も
、
個

人
消
費
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
お
り
、
観
光
や
設
備
投

資
も
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
会
員
事
業
者
の

皆
様
か
ら
は
、
ま
だ
ま
だ
、
景
気
回
復
を
実
感
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
、
と
の
声
も
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
会
で
は
、
昨
年
新
た
に

創
設
さ
れ
た「
京
都
府
中
小
企
業
持
続
的
経
営
支
援
補
助
金
」

等
の
申
請
支
援
や
商
工
会
窓
口
へ
の
専
門
相
談
員
の
設
置
、

専
門
家
派
遣
を
積
極
的
に
実
施
し
、
賃
上
げ
に
取
り
組
む

事
業
所
へ
の
支
援
強
化
や
原
材
料
高
騰
に
よ
る
利
益
率
の

悪
化
な
ど
様
々
な
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
支
援
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
も
引
き
続
き
、
き
め

細
や
か
な
伴
走
型
支
援
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
と
と
も

に
、
経
営
支
援
員
に
対
し
、
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
啓

発
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
な
る
支
援
力
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
４
月
に
は
、
い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
万
博
は
大
阪
だ
け
で
な
く
、

関
西
全
体
を
仮
想
的
な
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立
て
る
こ
と
で
、

関
西
全
体
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
促
進
を
図
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
当
会
で
は
、
万
博
が
生
み
出
す
経
済
波
及

効
果
を
事
業
機
会
と
捉
え
、
各
商
工
会
と
連
携
し
、
府
内

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
需
要
開
拓
を
目
的

と
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
情
報
発
信
支
援
等
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
京
都
府
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
、
関
係
機
関

の
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
府
内
二
十
の
商

工
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

結
び
に
当
た
り
、
こ
の
一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ま
す

ま
す
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す
■ 福知山市商工会 会長 日下　英明 ■ 笠置町商工会 会長 大西　篤司
■ 向日市商工会 会長 髙橋　信吾　連合会副会長 ■ 和束町商工会 会長 竹谷　保廣
■ 長岡京市商工会 会長 藤井　宣之 ■ 精華町商工会 会長 田尻　儀久
■ 八幡市商工会 会長 髙橋　　敦 ■ 南山城村商工会 会長 大久保徳己
■ 京田辺市商工会 会長 鈴木　俊寛　連合会副会長 ■ 京北商工会 会長 井本　正成
■ 京丹後市商工会 会長 行待　佳平　連合会副会長 ■ 京丹波町商工会 会長 安谷　一秀
■ 南丹市商工会 会長 寺田　弘和 ■ 伊根町商工会 会長 澤田　孝典
■ 木津川市商工会 会長 大倉　竹次 ■ 与謝野町商工会 会長 岸部　　敬
■ 大山崎町商工会 会長 齋藤　　円 ■ 京都府商工会青年部連合会 会長 中山　　良
■ 久御山町商工会 会長 西村　　好 ■ 京都府商工会女性部連合会 会長 本部　千賀
■ 井手町商工会 会長 中谷　英輔 ■ 京都府商工会壮青年部 部長 谷津　伸幸

■ 宇治田原町商工会 会長 清水　　甚 ■ 京都府商工会連合会 専務
理事 池田　静雄

新
年
を
寿
ぐ
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連
合
会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京
都
府
商
工

会
連
合
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
８
月
に

は
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
「
危
機
管
理
」
が
い
か
に

行
政
に
お
け
る
根
幹
的
な
役
割
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
た
一
年
で
あ
り
、
新
し
く
整
備
し
た
常
設
の
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
全
て
の
営
み
の
土
台

と
な
る
府
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
は
府
立
植
物
園
や
京
都
丹
後
鉄
道
・
宮

津
線
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
国
内
最
大
規

模
の
国
際
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
Ｉ
Ｖ
Ｓ
」

を
２
年
連
続
で
京
都
で
盛
大
に
開
催
し
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
て
多
様
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
新
た
な
一
歩

と
な
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
道
を
往
く
」。
こ
れ
は
「
最

後
の
文
人
画
家
」
と
称
さ
れ
た
富
岡
鉄
斎
の
座
右
の
銘
で

す
。
書
物
を
読
み
各
地
を
巡
っ
て
多
く
の
事
象
に
触
れ
る

こ
と
を
実
践
し
た
彼
は
、
そ
の
経
験
の
中
か
ら
多
様
な
価

値
を
見
出
し
ま
し
た
。
都
と
し
て
交
流
の
中
心
地
で
あ
っ

た
京
都
に
は
、
鉄
斎
の
よ
う
な
人
々
や
文
物
が
行
き
交
い
、

そ
う
し
た
交
流
の
中
か
ら
人
々
の
心
の
発
露
が
文
化
と
い

う
価
値
と
な
っ
て
、
京
都
か
ら
各
地
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
価
値
は
絶
え
間
の
な
い
交
流
か
ら
生
ま
れ
ま

す
。
文
化
庁
と
も
手
を
携
え
つ
つ
府
内
各
地
の
多
彩
な
文

化
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
を
行
い
、
京
都
が
守
っ
て

き
た
「
人
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、
誰
も
が
未
来
に
夢

や
希
望
を
持
て
る
「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
を
さ
ら

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
し
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
最
初
の
博
覧
会
が
１
８
７
１
年
に
こ
こ
京

都
で
開
か
れ
て
以
来
一
世
紀
半
。
今
も
昔
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
京
都
で
生
ま
れ
続
け
て
い
る
の
は
、技
術
の
進
歩
を
人
々

の
幸
せ
に
結
び
付
け
る
文
化
と
心
根
が
京
都
に
息
づ
い
て

い
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
私
た
ち
が
大
切

に
受
け
継
い
で
き
た
「
継
承
」
と
「
創
造
」
の
精
神
で
新

し
い
価
値
を
生
み
出
し
、
世
界
の
人
々
を
府
内
各
地
へ
い

ざ
な
い
、
大
き
な
交
流
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
、
京
都
か

ら
い
の
ち
輝
く
未
来
を
切
り
拓
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
再
生
と
変
化
を
象
徴
す
る
巳
年
。
時
流
を
柔

軟
に
捉
え
、
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
進
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

京
都
か
ら

い
の
ち
輝
く
未
来
を
切
り
拓
く

西 

脇
　
隆 

俊

　
　
京
都
府
知
事

令和６年度
京都府人権擁護啓発
ポスターコンクール

京都府商工会連合会
会長賞

精華町立東光小学校　５年生

澤
さわ

田
だ

 梨
り

音
おん

さんの作品
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精
肉
店
か
ら
卸
売

　
猪
肉
・
加
工
品
販
売
へ
事
業
拡
大

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
和
束
町

で
精
肉
店
を
開
業
し
て
以
来
、
70
年
以

上
の
歴
史
を
数
え
る
キ
ザ
キ
食
品
株
式

会
社
。
主
事
業
は
、
小
売
店
「
牛
匠
き

ざ
き
」
で
の
精
肉
販
売
だ
。
全
国
か
ら

質
の
高
い
食
肉
が
集
ま
る
と
い
う
京
都

食
肉
市
場
で
目
利
き
し
た
牛
を
一
頭
買

い
す
る
。「
赤
身
で
も
脂
が
乗
っ
て
深
い

味
わ
い
が
あ
る
信
州
産
の
雌
牛
を
中
心
に
、

厳
選
し
た
肉
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
同
社
の
３
代
目
で
、
代
表

取
締
役
の
木
﨑
裕
太
さ
ん
だ
。

一
頭
買
い
の
強
み
を
生
か
し
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
へ
の
卸
売
り
、

ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
加
工
品
の

製
造
、
さ
ら
に
は
、
自
社
の
牛
肉
を
使
っ

た
特
製
ハ
ン
バ
ー
グ
を
提
供
す
る
飲
食

店
「
肉
バ
ル
キ
ザ
キ
」
の
経
営
な
ど
、

多
角
的
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。

「
キ
ザ
キ
」
の
名
を
県
外
に
も
広
げ
る

契
機
と
な
っ
た

の
が
、
猪
肉
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
だ
。
同

社
は
創
業
当
初

か
ら
、
和
束
地

域
で
獲
ら
れ
る

天
然
の
猪
肉

を
販
売
し
て

き
た
。
11
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
猟
期
に

は
、
近
県
か
ら
も
同
社
の
猪
肉
を
買
い

に
来
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
人
気
ぶ
り

だ
。
そ
れ
に
加
え
て
２
０
０
３
（
平
成

15
）
年
か
ら
、「
猪
肉
の
キ
ザ
キ
」
の
名

称
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
開
始
し
た
。

精
肉
に
加
え
て
、
特
製
の
味
噌
が
付
い

た
「
ぼ
た
ん
鍋
」
セ
ッ
ト
が
評
判
を
呼
び
、

今
で
は
東
京
を
は
じ
め
関
東
圏
か
ら
の

注
文
が
８
割
を
占
め
る
。「
ネ
ッ
ト
を
見

た
料
亭
な
ど
の

飲
食
店
か
ら
卸

売
り
の
依
頼
も

く
る
よ
う
に
な

り
、
取
引
が
拡

大
し
て
い
ま
す
」

天
然
鹿
肉
を
使
っ
た

　
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
開
発
・
販
売

さ
ら
に
現
在
、
新
た
な
事
業
に
挑
戦

し
て
い
る
。
そ
れ
が
天
然
鹿
肉
を
使
っ

た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
「
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
わ

じ
か
）」
の
開
発
だ
。「
和
束
は
お
茶
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
猪

だ
け
で
な
く
鹿
も
多
く
、
近
年
、
茶
畑

を
荒
ら
す
獣
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

猟
友
会
と
地
域
が
連
携
し
、
駆
除
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
処
理

が
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿

肉
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
課

題
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
」

と
木
﨑
さ
ん
。

そ
こ
で
和
束
産
の
天
然
鹿
を
乾
燥
さ

せ
て
ジ
ャ
ー
キ
ー
や
ふ
り
か
け
状
に
加
工
。

無
添
加
・
無
着
色
で
、
人
間
が
食
べ
て

も
安
心
な
高
品
質
の
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を

実
現
し
た
。「
鹿
肉
は
高
た
ん
ぱ
く
低
カ

ロ
リ
ー
で
、
犬
の
好
む
味
が
特
徴
で
す
。

特
に
ペ
ッ
ト
の
健
康
や
安
全
に
関
心
の

高
い
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

新
商
品
を
製
造
す
る
に
あ
た
っ
て
、

新
た
に
自
社
加
工
工
場
を
新
設
し
た
。

衛
生
管
理
の
国
際
規
格
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

対
応
し
、
搬
入
か
ら
捌
き
や
加
工
、
ス

チ
ー
ム
殺
菌
、
乾
燥
、
梱
包
・
出
荷
ま
で
、

品
質
管
理
を
徹
底
し
、
一
貫
し
て
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

２
０
２
４

（
令
和
６
）
年

11
月
に
新
商
品

を
発
売
。今
後
、

百
貨
店
な
ど
に

販
路
を
開
拓
し

て
い
く
計
画
だ

と
い
う
。

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を

　
　
　
　
商
工
会
が
強
力
支
援

和
束
町
商
工
会
は
、
同
社
の
新
規
事

業
を
力
強
く
支
援
し
て
い
る
。「
事
業
を

構
想
し
て
い
た
時
、
和
束
町
商
工
会
が

主
催
す
る
無
料
の
個
別
相
談
会
を
紹
介

さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。
中

小
企
業
診
断
士
に
相
談
し
、
商
工

会
の
支
援
も
あ
り
事
業
方
針
が
明

確
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
助

成
金
も
獲
得
で
き
、
事
業
を
具
体

化
す
る
目
途
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
資
金
調
達
や
営
業
支

援
な
ど
、
全
面
協
力
し
て
く
れ
る

心
強
い
存
在
で
す
」
と
信
頼
を
寄

せ
る
。

今
後
は
「
ま
ず
ド
ッ
グ
フ
ー
ド

の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
」

と
目
標
を
語
っ
た
木
﨑
さ
ん
。「
そ

れ
を
達
成
し
た
ら
、
新
た
な
事
業

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
目
を
輝
か
せ
、
前
を
見
据
え
た
。

経営支援員のメッセージ
　キザキ食品㈱様は、三代続く精肉
業者として地元に親しまれています。
2024年11月には、和束町の鹿を活
用したペットフードの製造販売を本
格始動し、地域資源を活かした新た
な商品開発に取り組んでいます。商
工会も連携を取りながら、新事業を
軌道に乗せるべく全力でサポートし
てまいります。
和束町商工会　経営支援員　森川　和美

続きはWEBで掲載しています。

　相楽郡和束町を拠点に、精肉店での小売りをはじめ、
卸売り、猪肉や加工品の販売、飲食店経営まで幅広く
手がけるキザキ食品株式会社。さらに2024（令和６）
年、新たに鹿肉を使ったドッグフードの販売を開始した。
これまでの取り組みから新規事業への挑戦、今後の展
望まで、代表取締役の木﨑裕太さんに伺った。

今月の特集インタビュー

がんばってます！
キザキ食品株式会社　代表取締役　木

き

﨑
ざき

 裕
ゆう

太
た

 氏

おいしく、安全な和束産ジビエを多くの人に届けたい。

京都商工連だより　https://biz.kyoto-fsci.or.jp

猪肉

ジビエ鹿肉ドッグフード生産

店舗「牛匠きざき本店」

自社加工工場
「京都南部ジビエ加工センター」
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経営改善普及事業功労者等表彰受賞者

　令和６年度福祉共済推進優秀商工会職員特別
研修会が、去る令和６年11月11日（月）～12（火）
に開催され、和束町商工会の森川和美経営支援
員が研修会に参加されました。１日目はヒルト
ン東京ベイにて、保険会社や全国商工会連合会
から福祉共済の知識習得を目的とした研修を実
施し、交流会では他の推進優良商工会との情報
交換が行われました。２日目は東京ディズニーシー
での視察研修が実施されました。福祉共済の更
なる普及発展を促進する２日間となりました。

令和６年度令和６年度
福祉共済推進優秀商工会職員特別研修会福祉共済推進優秀商工会職員特別研修会

去
る
令
和
６
年
11
月
21
日
（
木
）
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
、
第
64
回
商
工
会

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
方
々

が
経
営
改
善
普
及
事
業
功
労
者
等
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の
早
期
編
成

と
実
施
、
日
本
経
済
の
起
爆
剤
と
な
る
地

方
創
生
の
推
進
、
小
規
模
企
業
対
策
費
の

大
幅
拡
充
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
と
災
害
対
策
の
強
化
、
事

業
者
が
活
用
し
や
す
い
各
種
制

度
の
改
正
・
拡
充
、
地
域
唯
一

の
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
の

支
援
力
・
組
織
力
強
化
に
つ
い

て
の
６
つ
の
決
議
が
採
択
さ
れ
、

全
国
１
６
２
０
商
工
会
の
会
員

の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
た
決

意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
前
日
の
11
月
20

日
（
水
）
に
は
、
都
内
ホ
テ
ル

に
て
「
商
工
会
会
長
研
修
会
」

を
開
催
し
、
国
土
交
通
省
国
土

政
策
局
総
合
計
画
課
長
の
倉
石

誠
司
氏
に
「
国
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
生
活
圏
」

に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に

行
わ
れ
た
「
京
都
府
選
出

国
会
議
員
と
府
内
商
工
会

長
と
の
懇
談
会
」
で
は
、

３
名
の
国
会
議
員
に
ご
参

加
頂
き
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
支
援
に
重

点
を
置
い
た
大
型
経
済
対

策
の
早
期
実
現
に
向
け
て

の
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

中小企業庁長官表彰
　【役員功労者】

宇 治 田 原 町 商 工 会 清 水 　 　 甚
　【優良常勤役職員】

宇 治 田 原 町 商 工 会 野 﨑 　 幹 夫
　【優良青年部・女性部】

木津川市商工会青年部
与謝野町商工会女性部
木津川市商工会女性部

全国商工会連合会会長表彰
　【役員功労者】

福 知 山 市 商 工 会 樋 口 　 真 一
向 日 市 商 工 会 北 澤 　 孝 之

松 本 　 克 彦
櫻 井 　 大 樹

八 幡 市 商 工 会 叶 　 　 敏 当
尾 形 　 良 治
田 中 　 　 悟
山 本 　 　 均
立 本 　 　 信
吉 田 　 裕 幸

京 丹 後 市 商 工 会 糸 井 　 寛 巳
平 林 　 　 衛
高 杉 　 鉄 男
上 田 　 秀 一

宇 治 田 原 町 商 工 会 本 田 　 忠 資
　【青年部功労者】

京丹後市商工会青年部 中 山 　 　 良
福知山市商工会青年部 新 治 　 良 太

　【優良常勤役職員】
宇 治 田 原 町 商 工 会 奥 野 　 隆 人

事業推進優良商工会等表彰
　【共済部門（会員福祉共済）】

優良商工会等
京都府和束町商工会
京都府笠置町商工会

　 

全
国
１
６
２
０
商
工
会
の
会
員
の

英
知
と
総
力
を
結
集
し
決
意
表
明 

　

第
64
回 

商
工
会
全
国
大
会
開
催

大会の様子

令和６年度「京の老舗」表彰について、商
工会会員企業の２社が表彰されました。お
めでとうございます。

令和６年度
「「京の老舗京の老舗」」表彰表彰

　㈱タナカ	（代表取締役 田中 和也氏：精華町商工会）

　㈲たがの	（代表取締役 多賀野 誠一氏：与謝野町商工会）



6

青年部  第24回商工会青年部全国大会（大阪大会）

商人ネットワークPR　藤村幸澄 氏

主張発表大会の様子

11月27日（水）～28日（木）大阪府吹田市「パ
ナソニックスタジアム吹田」において、第24
回商工会青年部全国大会が開催され、京都府
から青年部員等107名が参加しました。商人ネッ
トワークPRでは、京丹後市商工会青年部の
藤村幸澄氏が自社商品の魅力を力強くPRさ
れました。

基調講演では、吉本興業株式会社所属の小
籔千豊氏がご自身の体験談を基に仕事との向
き合い方、仲間の大切さについて講演されま
した。

また、広域的な青年部活動においてネット
ワークの確立に貢献した京丹後市商工会青年
部の平野佐世子氏に商工会青年部全国大会顕
彰「ネットワークづくり部門」、青年部活動
に対して大きく貢献された福知山市商工会青
年部の新治良太氏に感謝状がそれぞれ贈呈さ
れました。
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女性部  第25回商工会女性部全国大会inみえ開催

基調講演

交流会

表彰式

全壮連会長　宮窪大作氏

10月23日（水）～24日（木）三重県総合文
化センター 大ホールにて、全国各地より
約1,700名以上の参加のもと第25回商工会
女性部全国大会 in みえが盛大に開催されま
した。

京都府から48名が参加し、主張発表大会
では各ブロックの発表内容に多くの学びと
刺激を受け、今後の活動の参考となりました。

近畿ブロック代表として、川本こず江氏（兵
庫県宍粟市商工会女性部）が出場され、最
優秀賞は東北・北海道ブロック／西和賀商
工会女性部（岩手県）の髙橋由紀子氏が受
賞されました。

基調講演では、「壁の鍵」～夢はでっかく、
根深く、葉っぱ広し～と題し、井村屋グルー
プ㈱代表取締役会長（CEO）の中島伸子氏
が講演され、人材の大切さを改めて学びま
した。

壮青年部  第１回商工会壮青年部全国大会

10月８日（火）三重県「都ホテル四日市」に
おいて、第１回商工会壮青年部全国大会が開催
されました。参加者は187名で、京都府から壮青
年部員等24名が参加しました。

壮青年部のロゴマークコンペ大会では、応募
デザイン39点の中から第一次選考通過者８点の
プレゼンテーションが行われ、最優秀賞に福井
県福井西商工会の竹内将
人氏、優秀賞に京都府京
丹後市商工会の森裕子氏、
愛知県足助商工会の加藤
泰幸氏が選ばれました。

基調講演には「落語家的ピンチをチャンスに
変える方法」～師匠方から教わったこと～と題し、
落語家の林家菊丸氏が講演されました。

また、交流会では他県の壮青年部員と活発な
意見交換がなされ、交流を深めることができま
した。

壮
青
年
部

ロ
ゴ
マ
ー
ク
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小規模事業者持続化補助金の活用事例
創意工夫を凝らした地道な販路開拓支援事業

持
続
化
補
助
金
で
塗
装
ス

ペ
ー
ス
を
拡
張
し
て
受
注

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
増
加

　
松
崎
工
芸
株
式
会
社

　
松マ

ツ

㟢ザ
キ 

英ヒ
デ

樹キ
（
代
表
取
締
役
）

　
（
京
丹
後
市
商
工
会
）

　

当
社
は
昭
和
48
年
に
父
が

木
製
品
製
造
業
と
し
て
創
業

し
、
木
製
照
明
器
具
を
専
門

に
製
造
し
て
き
ま
し
た
。年
々

受
注
量
が
増
加
し
、
創
業
当

初
か
ら
操
業
し
て
い
る
京
丹

後
市
峰
山
町
の
工
場
が
手
狭

に
な
り
増
産
に
対
応
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、
平
成
28
年

に
京
丹
後
市
弥
栄
町
黒
部
に

工
場
を
取
得
し
て
移
転
し
、

生
産
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
開
発
し
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
ｍ
‒ｋ
ｉ
ｎ
ｏ
を
立
ち

上
げ
、
展
示
会
等
に
出
展
し
、

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
商
社
の
方

か
ら
、「
こ
ん
な
製
品
が
製

作
で
き
な
い
か
」
等
の
お
話

を
頂
き
、
そ
の
要
望
に
応
え
、

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
や
什
器

等
、
様
々
な
製
品
を
製
作
し

て
き
ま
し
た
。
今
で
は
そ
れ

ら
が
木
製
照
明
器
具
を
上
回

る
売
上
と
な
っ
て
お
り
、
更

に
技
術
力
も
高
ま
り
、
お
客

様
に
も
大
変
喜
ん
で
頂
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
製
造

工
程
の
最
終
仕
上
げ
で
あ
る

塗
装
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
キ
ャ

パ
の
問
題
で
大
量
に
こ
な
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て

塗
装
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
す
る

こ
と
で
、
大
量
生
産
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
な
っ
た
こ
と

で
、今
ま
で
対
応
で
き
な
か
っ

た
長
さ
５
ｍ
を
超
え
る
よ
う

な
天
然
木
一
枚
板
の
塗
装
が

可
能
と
な
り
、
高
付
加
価
値

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
広
く
な
っ
た
塗

装
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ

う
、
様
々
な
塗
装
技

術
を
習
得
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選
別
機
の

開
発
と
市
場
拡
大

　

 

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ

（
ウ
ェ
ル
ド 

ワ
ン
）

　
小コ

西ニ
シ 

栄エ
イ

二ジ

（
代
表
）

　
（
与
謝
野
町
商
工
会
）

　

私
は
平
成
23
年
に
「
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｄ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
立
ち
上
げ
、

「
い
き
な
り
人
が
追
い
つ
け

な
い
も
の
を
作
ろ
う
」
と
い

う
決
意
の
も
と
に
、
チ
タ
ン

製
の
自
転
車
と
オ
ー
ト
バ
イ

の
パ
ー
ツ
製
造
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
、
私
の
持
つ
チ
タ

ン
の
溶
接
技
術
（
京
都
府
の

現
代
の
名
工
認
定
）
で
す
。

そ
の
技
術
を
も
っ
て
平
成
28

年
頃
、
地
域
の
コ
ー
ヒ
ー
店

か
ら
の
依
頼
で
業
務
用
コ
ー

ヒ
ー
豆
焙
煎
機
を
開
発
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
が
と
て
も
美

味
し
い
と
評
判
を
得
た
た
め
、

「Y
O

SA
N

O R
O

A
ST

E
R 

KYOTO

」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、

本
格
的
に
事
業
展
開
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
回
持
続
化
補
助
金
を
活

用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
良
品
と
欠
点

豆
に
選
別
す
る
機
械
を
試
作

開
発
す
る
た
め
で
す
。
ポ
リ

テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
京
都
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
開
発

を
進
め
、
コ
ー
ヒ
ー
に
関

す
る
展
示
会
「CA

FERES 
JA

PA
N

」
に
試
作
品
を
出
展

し
ま
し
た
。
こ
の
選
別
機
は

焙
煎
前
後
の
豆
を
色
と
形
で

選
別
す
る
仕
組
み
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
展
示
会
で
は

多
く
の
業
界
関
係
者
か
ら
好

評
を
得
て
、
今
後
の
改
良
に

向
け
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も

多
く
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
金
の
活
用
に
よ

り
、新
し
い
機
材
の
調
達
や
開

発
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
な
る
市
場
拡
大
に
向
け

た
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
究
極
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
が
提
供
で
き

る
よ
う
製
品
の
充
実

と
販
路
拡
大
を
続
け

て
い
く
計
画
で
す
。

■WELD ONEホームページ■
https://kyotoyosano-roaster.com/

■松崎工芸株式会社ホームページ■
https://k-matsuzaki.com/

代
表
　
小
西 
栄
二 

氏

代
表
取
締
役
　
松
﨑 

英
樹 

氏

コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
展
示
会

「CAFERES JAPAN

」
の
ブ
ー
ス

補助金を活用して拡張した塗装スペース
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▶ こんな商品を募集しています ◀

〔テンプレート〕 〔 例 〕

皆さんができるだけ安心して生活できるよう、
また、会社の経営ができるように日々 努力しています。

企業法務 困
っ
た
時
に
は

ま
ず
お
電
話
を
。

あなたの商品を紹介してみませんか
　告　告　集　広　広　募　中

商工連だよりでは
貴社の新商品や注目商品の広告を募集しております。
ぜひこの機会に、あなたの商品をアピールしてみませんか。

・新発売の商品 ・期間限定の商品 ・地域の特産品 ・人気商品 など

掲載月：京都商工連だより　春号令和７年３月発行分
サイズ：A４サイズ１/８程度
掲載料：１枠 5,000円
申込み：会員の商工会までご相談ください。

商品規格（○○個入り○○g）　参考価格000円（税込）

会社情報
〇〇〇市〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
TEL：000－0000

ホームページ、
ECサイト
主要な販売先等
（QRコードでの掲載可）

商品名
○○商工会

商品画像
※サイズによっては
　こちらで
　トリミングします。

商品紹介（全角40字以内）

商品規格 …（２人前500g）　参考価格 …1,280円（税込）

会社情報
〇〇〇市〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
TEL：000－0000

ECサイト、
道の駅等で販売中！
お問い合わせは下記まで

HP：http: //www～□□□□□
Instagram：□□□□□□□□

おうちで本格パフェセット
○○商工会

材料が揃っているので、買い物の手間がなく便利！
手軽にデザートを楽しみたい方に。
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安心感

売上アップがうまくいっていない！
新しい事業の柱が欲しい！
社長の売上げだけで心配！
そんなお悩みのある30名以下の会社の経営者に

正しい
順番

WEB・マーケティング・戦略で中小企業の困ったを解決しています。

正しい
方法

京都商工会議所認定講師
京都府商工会連合会エキスパート
経営コンサルタント
株式会社ビジョンサポート
代表取締役　牧草大輔

お問合せ

0774-27-2688
info@vision358.com

お気軽にお問合せ下さい！

小さい会社が勝つ戦略

特産品等販路開拓支援事業

本商談会は、首都圏を中心とした全国の百貨店、スー
パー、専門店、商社、EC小売店、土産物店等のギ
フト担当バイヤーが来場される国内最大規模の商談
会です。当会「もうひとつの京都ギフト商談ブース」
には、府内商工会地域より10事業者が出展、期間中
に約730件の商談を実施、会期終了後は商談成立に
向けて約90件の継続商談を行っています。参加され
た出展事業者様は、洋菓子、和菓子、コーヒー、クラフトコーラ、寿司、ちりめん山椒、
鹿肉ジャーキー、ナッツペースト、和菓子、豆腐、豆乳等幅広い食品ギフト商材を出品、
多くのバイヤーと商談を行いました。

本物産展は、京都の伝統食品等
を一堂に集めた展示即売会等を通
じ「京の伝統・食と文化」等の普
及啓発を図ることを目的に実施し
ています。今年度から京都市内の
百貨店以外に地方百貨店でも開催
し、京都府内商工会地域から13事
業者が出店しました。

グルメショー秋2024

京の味めぐり・技くらべ展

開催日程：令和６年９月４日（水）～６日（金）
開催場所：東京ビッグサイト　東展示場　東２・３ホール

開催日程：令和６年10月22日（火）～28日（月）
開催場所：ジェイアール京都伊勢丹



11

〒604-0932　京都市中京区寺町通二条下ル
妙満寺前町450番地
TEL.075-256-0521  FAX.075-256-1568

本イベントは、日本の特産品に対する各国のニーズ調
査や新規取引先創出等を目的として開催しました。京都
府内商工会地域からは２事業者が出品を行い、イベント
当日は、外国公館97の国と地域から295名、国内関係者
287名の合計582名にご来場頂くことが出来ました。

本物産展は、京都府、京都府内農林水産関係団体で構
成する実行委員会が府内農林水産物のPRを図ることを
目的に開催しています。府内商工会地域からは25事業者
が参加、２日間で510万円の売上を計上しました。

本物産展は、地域経済を支える 小規模事業者等がテス
ト販売、新規顧客獲得等を通じて売上増加、販売力向上
を図ることを目的に実施しています。京都府内商工会地
域からは３事業者が参加、３日間で200万円の売上を計
上しました。

駐日外国公使館向け特産品PRイベント

大商工祭～京都府農林水産フェスティバル～

ニッポン全国物産展2024

開催日程：令和６年10月16日（水）
開催場所：ANAインターコンチネンタル東京

開催日程：令和６年11月30日（土）～12月１日（日）
開催場所：京都パルスプラザ

開催日程：令和６年11月15日（金）～17日（日）
開催場所：東京・池袋サンシャインシティ
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京田辺市は、平成９年４月１日の市制施行から誕生しました。古来より京
都や奈良の中間に位置する交通の要衝として栄えており、一休さんが晩年
を過ごしたという一休寺や「家康の伊賀越え」の経路であったなど、歴史的
な逸話にも登場するほか、玉露の産地としても名をはせ、まさに歴史薫る都
市として知られています。高度成長期には南山城地域の行政・経済・文化の
中心部として発展しました。また、京都府南部の関西文化学術研究都市の
一翼を担い、同志社大学田辺キャンパスの新設により新たな街の形成に大
きな影響がありました。その後も、京奈和自動車道、第二京阪などの高速道
路網とJR学研都市線、近鉄京都線の鉄道網の発達などが市の産業振興を
促進。将来的には北陸新幹線の新駅として松井
山手駅も計画されているなど、さらなる発展に大
きな期待が寄せられています。

京田辺市商工会では会員事業者登録が1,200件を超え、毎年増加傾向にあります。
新規創業者や副業希望者も多く、そのため、日常的な経営支援や各種講習会の実施
の中で、創業支援プログラムを意識したセミナーにも力を入れています。また、そうし
た活動に加え広域的な取り組みとして、府内唯一の拠点型センターとして山城ビジネ
スサポートセンターを運営しており、広域的な経営支援も行っています。特に金融・経
営一体型支援体制強化事業では、特別経営支援員１名も加わり金融機関や保証協
会、行政機関との密な情報交換をしながら事業者の伴走支援に取り組んでいます。
物価高騰や人員不足など課題の多い日々ですが、引き続き事業者から信頼される
商工会を目指して頑張っていきたいと思います。

一休寺総門

当商工会は事務
局長、 経営支援員

５名（うち１名BS）、特別経営支援員１名、記帳
指導員２名、臨時職員３名の他、会館運営職員４
名で運営しています。そのほか山城BSとして八幡
市、井手町、宇治田原町の各商工会職員も常駐し
ています。事務所はJR京田辺駅と近鉄新田辺駅か
らも徒歩すぐのCIKビル内にあります。

職員紹介玉露のまち京田辺玉露のまち京田辺
京田辺市は、日本でも有数

の「玉露のまち」として知られ
ています。
玉露は緑茶の中でも最上

位の高級茶としてランクされ
ています。独特の「玉のような」まろやかな舌触りと強い甘み
があり、苦みはほとんど感じられません。この秘密は収穫予定
前にお茶の木に覆いをかぶせて日光を遮り、苦みや渋み成分
であるカテキンの生成を防ぎ、逆にうまみ成分であるテアニン
の生成を促進していることから生まれます。ぜひ、京田辺にお
越しになり本場の玉露の味をご堪能ください。

臨時職員臨時職員
山鹿 稚苗山鹿 稚苗

第15回 京田辺市商工会
役員紹介

　
　
副
会
長

　
久
村 

　
浩

（
山
城
繊
維
工
業
㈱

代
表
取
締
役
）

　
　
会
長

　
鈴
木 

俊
寛

（
鈴
木
俊
合
資
会
社

代
表
社
員
）

　
　
副
会
長

　
上
島 

竜
太
郎

（
上
島
建
設
㈱代表

取
締
役
）

わがまちわがまち自慢自慢

特別経営特別経営
支援員支援員
𠮷岡 智大𠮷岡 智大

会館運営職員会館運営職員
大麻 寿子大麻 寿子

経営支援員経営支援員
平島 伸市平島 伸市

事務局次長事務局次長
西出 英人西出 英人

経営支援員経営支援員
仲野 由布仲野 由布

事務局長事務局長
寺井 豊寺井 豊

経営支援員経営支援員
横井 保博横井 保博

経営支援員経営支援員
小西 健太郎小西 健太郎

BS経営支援員BS経営支援員
（宇治田原町）（宇治田原町）
榎本 進二榎本 進二

記帳指導員記帳指導員
小田 真理子小田 真理子

臨時職員臨時職員
梨木 孝宏梨木 孝宏

臨時職員臨時職員
荒川 信男荒川 信男

記帳指導員記帳指導員
亀井 美樹亀井 美樹

ホームページ Facebook

飯岡の茶畑


